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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月9日(2009.2.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３３】
　ＭＡＰＥＧファミリーメンバーが、ミクロソームプロスタグランジンＥシンターゼ-１
、ロイコトリエンＣ４シンターゼ及び／又は５-リポキシゲナーゼ活性化タンパク質であ
る、請求項３２に記載の使用。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３８】
　ＭＡＰＥＧファミリーメンバーが、ミクロソームプロスタグランジンＥシンターゼ-１
、ロイコトリエンＣ４シンターゼ及び／又は５-リポキシゲナーゼ活性化タンパク質であ
る、請求項３７に記載の方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
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　本発明の化合物は、例えば、Eur. J. Biochem., 209, 725-734 (1992)に記載されてい
るような試験において示されるように、ロイコトリエンＣ４(ＬＴＣ４)の活性を阻害し得
、よってＬＴＣ４の阻害が必要とされる症状の治療に有用であり得る。本発明の化合物は
また例えばMol. Pharmacol., 41, 873-879 (1992)に記載されているもののような試験に
おいて示されるように、５-リポキシゲナーゼ活性化タンパク質(ＦＬＡＰ)の活性を阻害
しうる。
　よって、本発明の化合物は、炎症の治療に有用であることが期待される。
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